
明倫紀要 16(1)93-99(2013)

論   文

ノンメタルクラスプ義歯の短期的評価
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明倫短期大学附属歯科診療所が2006年 から2012年 まで,レ イニング樹脂・ とレイエング樹脂N° (東伸洋行 )

を使用 して製作 したノンメタルクラスプ義歯38ケ ースの治療経過を取 りまとめたので,そ の短期的評価を述

べる.欠損分類は前歯中間 4ケ ース,自歯中間 7ケ ース,片側遊離端20ケ ース,両側遊離端 3ケ ース,複合

4ケースであった.部分床義歯の設計原則である安定性,自 浄性,耐久性を確実にするために歯科技工士 と

の設計検討を重視 して制作 した結果,多 くのケースで問題点は認められず,再製作を要 した 2ケ ースについ

ては多数歯の複合欠損症例における射出成形時の寸法変形や患者の装用 ミスによるものであった .

高度の咬耗 と緊密咬合,隣在歯 との審美的調和 と発音機能の重視,支台歯 2歯 と欠損歯 4歯の設計バラン

スの不安,大連絡子と間接維持装置のない義歯,長年装用 した上顎コーヌス・テレスコープ義歯 と下顎金属

床義歯からの転換などの治療ポイントが各症例を通 して確認された .

ノンメタルクラスプ義歯の特徴であるレジンアームは,支台歯に広 く接触 して義歯の把持効果を適正に発

揮するとともに構造上辺縁歯肉を被覆することになる.しかし,義歯装着後に経時的な歯周組織検査の協力

が得 られた 3症例における 1年から4年 間の調査結果から,歯周病が認められない患者ではその状態が維持

され,歯周病があってもノンメタルクラスプ義歯を装着 したことによる悪化は認められないことが観察され

た。

キーワー ド :ノ ンメタルクラスプ義歯,部分床義歯の設計原則,安定性, 自浄性,審美性

Keyvvords i Non-1lletal(31asp I)enture, :Principles of IPartial Denture I)esign, Partial Denture Stability,

Selicleansing Design_Aesthetic Partial Denture

金属クラスプを使用しない新 しい可撤性義歯が臨

床家を中心に広 く応用されてから約 5年以上経過し

ている.装用感や審美性に優れ,ま た金属アレルギー

対策としても注目を集めていることから,最近に

なってノンメタルクラスプ義歯と言う名称が定着し

つつある.こ の義歯は海外では長年の臨床実績があ

り, フレキシブルデンチャーやナイロンデンチャー

あるいは,メ タルを併用しないレジンデンチャーと
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1.は じめに
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表現されてきた
])。

日本では,2008年 4月 に義歯床

用材料として許認可されてから,臨床家の間ではノ

ンクラスプデンチャーとして急速に普及した.2012

年 5月 に開催された第121回 日本補綴歯科学会学術

大会シンポジウム2)で
はメタルクラスプを使用 しな

いがメタルレス トを使用するケースが多いことか

ら,ノ ンメタルクラスプデンチャーの用語が用いら

れていた.本稿においても, ノンメタルクラスプ義

歯と表現 し,臨床応用例の短期的評価を述べる.

2.産学共同研究におけるノンメタルクラスプ

義歯の導入

明倫短期大学附属歯科診療所ではノンメタルクラ

スプ義歯の患者満足度や床用材料の生体安全性に着

目して,平成18年から臨床応用が開始された。当初

は新潟市産学連携 トライアル補助事業の一環として

共同研究を推進した背景もあり, 自費診療による義

歯治療は比較的容易に進められた。床用材料につい

ては,残留モノマーフリーであり粘弾性や低吸水性

等の物性の良さ
3)か

ら,東伸洋行株式会社が開発

したポリカーボネー ト系のレイエング樹脂・ が選択

された。その後,疲労強度や耐薬品性が向上したレ

イエング樹脂Nこ が開発されたことから,イ吏用材料

が直ちに切 り替えられた.義歯の製造はポリカーボ

ネー ト義歯の経験実績の豊富と,サポー ト体制が充

実している沖歯科工業株式会社に依頼した.こ のよ

うな産学問の強い連携のもとで臨床応用が開始され

た.義歯治療と経過観察を実施するに当たり,患者

には充分な説明を行い,同意を書面で得た.

3.本学附属歯科診療所におけるノンメタルク

ラスプ義歯の製作状況

2006年 12月 から2012年 2月 までに製作 したノンメ

タルクラスプ義歯は,欠損分類から前歯中間 4ケ ー

ス,自歯中間7ケ ース,片側遊離端20ケ ース,両側

遊離端 3ケ ース,複合 4ケ ースの計38ケ ースであっ

た (表 1).審美性を特に配慮する前歯中間欠損が

4ケ ースと意外に少なく,む しろ義歯の安定性が一

般的には得られにくいとされている片側遊離端欠損

表 1 本学附属歯科診療所で製作 した
ノンメタルクラスプ義歯

(2006年 12月 から2012年 6月 までの集計 )

が20ケ ースでもっとも多かった。そこで,義歯の設

計原則である安定性,自 浄性,耐久性をノンメタル

クラスプ義歯においても確実にするために,歯科技

工士とともにラボサイドおよびチェアーサイドでの

症例検討やロウ義歯試適に十分な時間を費やすこと

を心がけた。さらに,完成した義歯の回腔内調整が

完了した時点で質問票を用意し,その内容から患者

満足度を確認した。

義歯完成後に経過観察を行うことが可能であった

29ケ ース中 2ケ ースは再製作する結果となり,下顎

複合欠損の 1症例では義歯の形状が複雑であるため

に射出成形時の著しい寸法変形が原因であった.高

膨張耐圧硬石膏のスルホンス トーン_H・
1(東

伸洋行 )

とレイエング樹脂NC.(東 伸洋行)の組み合わせで

再製作した結果,適合性は非常に良好であり,日腔

内試適時は咬合調整のみであった.2年 3ヶ 月経過

後の義歯の使用状況は良好である.ま た,下顎片側

遊離端欠損の 1症例は装用後 1年半経過 した時に,

義歯が少し浮き上がった状態で硬い食品を咬断した

ため床の破折を招いた.その後は問題なく装用して

いる。このようなケースを除くと,多 くのケースで

は義歯装用に関する トラブルは認められない.

4.ノ ンメタルクラスプ義歯設計の要点について

全症例の中から,今回は次の 5症例について治療

や設計ポイントをまとめてみた.高度の咬耗と緊密

咬合 (症例 1),隣在歯との審美的調和 と発音機能

の重視 (症例 2),支台歯 2歯 と欠損歯 4歯の設計

バランスの不安 (症例 3),大連結子と問接維持装

置のない義歯 (症例 4),長年装用 した上顎コーヌ

ス・テレスコープ義歯と下顎金属床義歯からの転換

(症例 5)について歯科技工士 ととともに治療ポイ

ントを確認し,部分床義歯の設計原則に基づいた義

歯形態を決定した.

症例 1は 62歳 男性.下顎片側遊離端欠損であり,

2008年 11月 に右側大臼歯部に義歯を装着 した (図

1).全顎的に高度の咬耗があ り,そ のために自歯

部の緊密咬合を呈したため,舌側部はレジンアップ

からメタルアップに変更し,咬合面レス トと連結さ

せた。設計のポイントは,鋭い舌感と強い咬合力に

メタルリンガルプレー トで対応し,特にメタル床の

厚みと支台歯への適合性に注意したことである.3
年経過後の義歯の使用状況は良好であった.

症例 2は 45歳 女性,上顎中間欠損であり,2010年

9月 に義歯を装着 した (図 2).審美性 と発音機能
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欠損分類 前歯中間 自歯中間 片側遊離端 両側遊離端 複 合

上顎

下顎 12

計 20



図 1.62歳男性,片側遊離端欠損症例

高度の咬耗 と緊密咬合,鋭い舌感と強い咬合力にメタル

リンガルプレー トと咬合面 レス トで対応 .

図 2.45歳女性,中間欠損症例

審美性や発音機能改善のために,歯科医師の指示のもと

で,歯科技工士自ら患者の要望 を聞き, ロウ義歯の形態

を1多 IE.

を重視しながら,義歯, インプラント,ブ リッジ等

の治療方法を提示したうえで,患者が選択 したノン

メタルクラスプ義歯を製作することになった.チェ

アーサイドで人工歯の歯冠長と歯頸線の位置や,回

蓋部床辺縁の厚みを確認する際には,歯科医師の指

示のもとで,歯科技工士自ら患者の要望を聞きなが

らロウ義歯を修正した.本症例で初めて物性がより

向上したレイエング樹脂N・
Iが

導入された.2年 4ヶ

月経過後の義歯の使用状況は良好であった.

症例 3は 70歳 女性,上顎片側遊離端欠損であ り,

2012年 2月 に義歯を装着 した (図 3)_患者は過去

に製作 した義歯の大連結子に強い違和感があったた

めに歯の欠損を放置していたが,今回はノンメタル

クラスプ義歯を使っている知人から勧められ,治療

を開始することになった。前歯部支台歯 3本と,臼

歯部欠損歯 4本 との設計バランスに不安があった

が,患者の強い要望があって片側処理の義歯製作に

着手 した.レ イエング樹脂N・の歯肉色 レジンアー

ムが支台歯唇面の歯形部や隣接面の一部を被覆 し,

審美性を損なうことが心配された.しかし,上唇が

野村章子 ほか :ノ ンメタルクラスプ義歯の短期的評価 95

図3.70歳女性,上顎の片側遊離端欠損症例

前歯部支台歯 3本,臼歯部欠損歯 4本の設計バランスに

不安があったが,顎堤の幅と高さ,粘膜の非圧縮性が良
好で筋圧作用に期待 .

図4.81歳男性,下顎複合欠損症例,対顎は全部床義歯

義歯形態が複雑であり,射出成形時の著 しい寸法変形の

防止のため,物性が向上 したレイニング樹脂Nと 高膨張

耐圧硬石膏を使用 .

レジンアームをカバーし,外観上の問題はなかった.

咬合圧を負担する金属レス トを付与 しなかったが ,

顎堤の幅,高 さ.粘膜の非圧縮性が良好であり,適
度の筋圧作用も期待できたことから, 6ヶ 月経過時

の義歯の使用状況は良好であった.

症例 4は 81歳男性,下顎複合欠損で対顎には全部

床義歯が装着されている (図 4).長年装用 してい

た金属床義歯の不満はなかったが,大連結子と間接

維持装置のない設計を紹介 して同意を得たので,

2010年 11月 に製作 した。前項 3に述べたように,欠
損歯数が前歯部と臼歯部に至る複合欠損で義歯形態

が複雑であることから,射出成形時の著 しい寸法変

形が生じ,模型上での調整にもかかわらず回腔内の

適合性は得られなかった.そ こで,物性が向上した

レイエング樹脂N・の発売を待ち,高膨張の耐圧硬

石膏を使用することも視野に入れて,慎重な技工操

作のもとで再製作 した.義歯の適合性は問題なく,
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2年経過後の義歯の使用状況は良好であった。

症例 5は 75歳 男性,上顎複合欠損,下顎両側遊離

端欠損である (図 5).長年装用 した上顎コーヌス・

テレスコープ義歯と下顎金属床義歯から,2011年 12

月にノンメタルクラスプ義歯へ転換することになっ

た.2年間の治療過程において,最初は下顎右側大

臼歯部の片側処理による設計を紹介し,同意を得た

ので咬合面レス トを設置した義歯を装着した.1日義

歯の大連結子による装用感が予想以上に改善したた

め,患者は反対側の義歯も強 く希望し,同様の設計

で製作 した.こ の時点で治療を終える予定であった

が,今度は,上顎についても希望があった.しかし,

コーヌス・テレスコープ義歯の支台歯はアンダー

カットがなく,大がか りな歯冠 ||夕 復治療が必要で

あった。そのために,患者の意思確認と慎重な治療

計画を検討する期間を充分に設けた上で,中間欠損

義歯と片側処理義歯を製作した.現在,患者は4つ

の義歯の着脱に煩わしさを訴えることなく,装用感

と自浄性にとても満足 している。

図 5.75歳男性,上顎複合欠損,下顎両側遊離端欠損症例
下顎左側の新義歯に満足 し,右側 も希望 した.さ らに

,

上顎も大連結子のない形態を希望 したので,支台歯の歯
冠修復治療後に義歯を製作 した.

5.ノ ンメタルクラスプ義歯を装着 した3症例

における歯周組織の経過について

義歯装着後に経時的な歯周組織検査の協力が得ら

れた 3例の経過をまとめた.

症例 6は 70歳男性,2010年 4月 に上顎右側大臼歯

部に義歯を装着したところ,装着感や咀疇機能は良

好であった。歯周治療に対するモチベーションが高

く,月 2回の歯周メインテナンスが継続できたこと

から,支台歯の歯周組織の状態は 1年間おおむね維

持できていた (図 6).

症例 7は 65歳女性,2011年 6月 に下顎両側臼歯部

・義歯装着時 (20104)    ・義歯装着時 (2011.3)
・歯周ポケット2-4mm     ・歯周ポケット2-4mm
。出血あり          。出血あり
・動揺度0           ・動揺度0‐ 1

・プラーク付着あり      ・プラーク付着あり

図 6.70歳男性,歯周治療 に対 するモチベ ー ションが

高 く,歯周組織の状態 は 1年間おおむね維持 できた .

に義歯を装着 し,経過は良好であった.義歯装着時

に全顎的に重度の歯周病であったが,支台歯周囲は

比較軽度で月 1回の歯周メインテナンスを 1年間継

続したところ,状態の悪化は認められなかった (図

7).

症例 8は 75歳 男性,2008年 10月 に下顎右側大臼歯

部,翌月下顎左側大臼歯部に義歯を装着し,経過は

良好であった.月 1回の歯周メインテナンスで,装
着時から4年後の支台歯の歯周組織は良好に維持で

きていた (図 8).

ノンメタルクラスプ義歯の特徴であるレジンアー

ムは,支台歯に広 く接触 して義歯の把持効果を適正

に発揮するとともに,構造上辺縁歯肉を被覆するこ

とになる.そのために,歯周病を誘発しやすいと考

えられるが, 3症例における 1年間から4年間の調

査結果から,歯周病が認められない患者ではその状

態が維持され,歯周病があってもノンメタルクラス

プ義歯を装着したことによる悪化は認められないこ

とが観察された.も ちろん,義歯装着後の定期観察

と歯周メインテナンスが歯周組織の状態維持に関与

していると言える.
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・義歯装着時 (2011.6)   ・義歯装着時 (20127)
・歯局ボケット2-5mm     ・歯周ポケット2-5mm
・出血あ

'り

          ・出血あり
・ 動揺度0-2                 ・動揺度0-2
・ブラーク付着あり      ・プラーク付着あり

図 7.65歳女性,全顎 的 に重度 の歯周病 であ ったが
,

支台歯周囲は比較軽度 であり, 1年間悪化 は認め られな

かった.

・義歯装着時 (20082)   ・義歯装着時 (2012.9)
・歯周ポケット3-4mm     ・歯周ボケット2‐3mm
・出血なし          。出血あり
。動揺度0            ・動揺度0
・プラーク付着あ

'ノ

      ・プラーク付着なし

図 8.75歳男性 (図 5の症例 )義歯装着時 か ら4年後

の支台歯 と歯周組織の状態は維持 されていた.
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6.レ イニング樹脂Nを使用するノンメタルク

ラスプ義歯の適応症 と臨床的効果

少数歯欠損症例に対する治療指針としては,中間

欠損では鋳造冠支台ブリッジや接着性ブリッジ,イ

ンプラント,遊離端欠損になれば可撤性部分床義歯

も加わることになる.こ の中で可撤性部分床義歯は

他の治療方法と比較して支台歯の温存,後に他の治

療方法へ変更可能であるなどの利点がある.し かし,

審美性の面で維持装置の露出による審美性の低下か

ら患者の満足度が高いとは言えない.著者らは細い

ヮイヤーを用いたスプラバルジ型隣接面鉤を考案

し,義歯治療に応用 してきた
4-6).義

歯完成後しば

らくは適合性や審美性において良好であったが,長

期間の維持力確保の面での欠点が見えてきた.その

時に紹介された歯科材料がメタルクラスプの代替品

になり得る新 しいポリカーボネー ト系のレイエング

樹脂 =で あった。

部分床義歯に対する従来の設計原則は安定性,自

浄性,耐久性を確実にすることである.ノ ンメタル

クラスプ義歯はあくまでもこの原則に基づいて製作

しなければならないが,適応条件は全ての金属アレ

ルギー,欠損歯数は 5歯程度まで,咬合支持域が 2

か所以上ある, プラークコントロールができている

ことである。一方,不適応 となるのは少数歯残存 ,

すれ違い咬合のような咬合バランスが悪い, レジン

アームの上下幅が充分とれない,対顎との欠損間隙

が狭い場合と報告されている
1).

我々が製作 した38ケ ースはこのような適応条件を

充分満たし,その上で,それぞれの症例に個別対応

するポイントも明確にした.粘弾性や吸水性等に優

れた床用材料の選択にあたっては,東伸洋行株式会

社の開発担当者に相談することで新商品のレイエン

グ樹脂N・ にも迅速に着手できた.義歯設計に関す

る症例検討については本学教員や沖歯科工業株式会

社の歯科技工士とともに充分な時間をかけて実施す

ることができた。義歯装着に至るまでの治療や義歯

の回腔内調整の状況,患者満足度アンケー トなどの

情報は共同研究する関係者へ速やかに伝達し,意見

交換を充分に行うことでその成果を広 く公開してき

た
7‐ 121.

新 しい義歯設計を臨床に導入する際,高度の咬耗

と緊密咬合に対してはレジンに固執せずに舌側メタ

ルプレー トを併用し,前歯部隣在歯との審美的調和

と発音機能への配慮にはチェアーサイドでの歯科技
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工士の協力体制を強化した。さらに,前歯部支台歯

と自歯部欠損歯の構造設計上のアンバランスには筋

圧作用を十分に発揮させる床翼形態の基本を守 り,

長年装用した上顎コーヌス・テレスコープ義歯と下

顎金属床義歯からの転換には段階的な義歯製作と慎

重な患者の意思確認を心がけた.こ れらについては

本学附属歯科診療所の医局会セミナーで報告し,意
見交換 も行った

13).

一般的な部分床義歯の装用や欠損形態の相違が支

台歯歯周組織に与える影響が報告されている
14).5

年経過後のリコール調査に応 じた67名 において,中
間欠損義歯では変化が認められず,遊離端欠損義歯

ではポケットの深さや歯槽骨吸収度が悪化 してい

た.しかし,調査対象者の歯周メンテナンス実施状

況は明らかにされていない.

今回の調査において,歯周組織検査と歯周メイン

テナンスについては,患者の都合もあって経時的に

観察できた症例は少なかった。しかし,それらの短

期的な経過観察から,ノ ンメタルクラスプ義歯を臨

床に導入する際に心配された歯周組織への為害作用

は認められず,それよりも義歯装着時の状態を維持

することが可能であった.こ のことは, レイエング

樹脂'お よびレイエング樹脂N・の化学的安定性や低

吸水性によるとともに,残存歯 と顎堤のアンダー

カット域を充分に封鎖する義歯辺縁形態が支台歯周

囲の自浄性を確実にしたと言える.も ちろん定期的

な歯周メインテナンスと患者のモチベーション向上

も効果的であったと考えられる.

7.超高齢社会におけるノンメタルクラスプ義

歯の有用性

超高齢社会を迎えた現代において,義歯治療を必

要とする患者層は年齢,有病,食習慣,社会活動性

などが複雑に絡み合い,症例ごとに床用材料の生体

安全性や義歯形態などの多様な対応が必要になって

くる。その一方で,寝たきりまたは認知症になって

から新たに製作する義歯の装用は困難であり,その

ような状況になる前に使える義歯を普及させる重要

性を認識 しなければならないと報告されている
15'.

すなわち,欠損型や残存歯の咬合支持により決定さ

れた従来の義歯設計だけでは対応 しきれない,患者

サイ ドに立脚した使える義歯を提供することが必要

であり,そのためにノンメタルクラスプ義歯は一つ

の選択肢として十分適応すると考えられる.

8.お わりに

このような産学連携事業に支えられた歯科医師,

歯科技工士,歯科衛生士の強いチームアプローチは
,

ノンメタルクラスプ義歯への患者満足度を高め,義
歯装着後の歯周組織の状態維持にもつながった.約
4年間の治療実績から言えることは,ノ ンメタルク

ラスプ義歯を患者さんに積極的に勧めても良いと考

える。注意点として,適応症の判断と耐久性 (レ イ

エング人工歯の易摩耗性)や治療費 (自 費)な どの

問題を踏まえた上で,ノ ンメタルクラスプ義歯のメ

リットを明確にすることである.本稿では短期的な

評価のまとめに終わるが.今後も症例ごとに経過観

察を継続する予定である.
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